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広報 な か わ だ ２０１９年 ４月

第４６５号            中和田カトリック教会 広報委員会 

                                      泉区中田北１丁目９－１ Tel (045)803-6141 

                        ２０１９年４月７日                       http://nakawada-catholic.com 

ハッピー イースター ２０１９年！

フランシスコ・ザベリオ 日野 武満 神父

 今年の復活祭は、例年になく典礼歴は４月２１日に迎えます。 

 また、日本の年号が平成から、来月には新年号に変わります 

ので、今月は平和について投稿します。提示の写真は、昭和天皇 

から平成天皇即位前の明仁天皇御一家の平和な御家族の様子です。 

 第二次世界大戦が終了し、日本国憲法は天皇（エンペラー）を 

象徴として迎え七十数年の平和を過ごしました。 

 平成天皇と同年齢の私も“主の平和”を恵みとして頂き、司祭職 

５３年目のイースターを迎えられたことに、皆さんと喜びを共に 

し、感謝の日々を送っていきたいと思います。 

教会ごよみ（４月）

 日 曜  典 礼（ミ サ）      備   考 そ の 他 

 ５ 金 （ミサはありません）  十字架の道行(9:00) 

 ７ 日 主日ミサ(9:00) 四旬節第５主日 ミサ後に「ゆるしの秘跡」 

１０ 水 聖書の会(10:00) 

１２ 金 週日ミサ(9:30) ミサ 十字架の道行(9:00) 

１４ 日 主日ミサ(9:00) 受難の主日 枝の行列 教会委員会     

１７ 水 聖香油ミサ（於：山手教会） 

１８ 木 週日ミサ(19:00) 聖木曜日（主の晩餐） ミサのなかで洗足式 

１９ 金 祭儀  (19:00) 聖金曜日（主の受難） 十字架の道行(18:30) 

２０ 土 祭日ミサ(18:00) 聖土曜日（復活徹夜祭） 

２１ 日 祭日ミサ(10:00) 復活の主日 教会の祈り(9:30)、パーティー

２４ 水 聖書の会(10:00) 

２６ 金 週日ミサ(9:30) ミサ 

２８ 日 主日ミサ(9:00) 復活節第２主日 

※日野神父様は、４/１〜４/６まで休暇を取られます。 
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結 婚 式 が 行 わ れ ま し た

 ２月２４日（日）に、２７年ぶりになる中和田教会での結婚式が行われました。 

 阿部健太郎さんとマリア・インマクラータ武石奈美子さんの結婚式で、司式は日野武満神父様でし

た。結婚の儀が行われ、参列者の見守る中、神父様から結婚の祝福を受けられました。お天気にめぐ

まれ、中和田教会出身の花嫁さんのお祝いに皆様が心から喜び合いました。 

「娘 の 結 婚 式」

先日は娘の結婚式で、日野神父様をはじめ中和田教会の皆々様には大変お世話になりました。 

準備する期間が大変短かったのですが、皆様のご協力により無事に素晴らしい式を執り行うことが出

来ました。 

娘の結婚式は来年にでもと、呑気に構えていた所、私の⺟の病気が発覚し余命宣告までされてしまい

ました。娘は⺟の初孫で⼀番愛されてきたので、「結婚式だけでも、おばあちゃんに⾒せてあげたい！」

ということになりました。娘は中和田教会で幼児洗礼を受け、初聖体も堅信の秘跡も受けさせていただ

いています。でも小学生から今の仕事に繋がるスポーツの活動の為、教会には中々来ることが出来ませ

んでした。 

 それでも「結婚式は教会で！」という気持ちがとても嬉しかったです。しかも中和田教会で！ 

 急な申し入れにも拘わらず日野神父様にはすぐ承諾を頂き、結婚式の準備を進めさせてもらいました。 

久しぶりの結婚式という事で、信者の皆様にも大変喜んで頂き、色々な方にお声を掛けてもらい本当に

嬉しかったです。バージンロードの赤いじゅうたんを新調したり、バージンロードのお花やリボンを自

分でアレンジして準備したり、娘の結婚式の為に手作り感満載の大変ありがたい時間を頂く事が出来ま

した。 

 結婚式に信者の皆様が参加してくださると聞いて、初めはちょっと驚きました。中和田教会に何も貢

献していない娘の為に、お忙しい所本当に申し訳ないと思いました。でも、当日聖堂に響き渡る皆様の

素晴らしい聖歌の歌声に、家族一同感激し感謝の気持ちでいっぱいになりました。 

 今まで娘を見守って下さった神様、日野神父様、中和田教会の皆々様、本当にありがとうございまし

た。これからも、よろしくお願い致します。⺟も頑張って寿命を延ばしています。  （武石 真由美） 
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～みんなで 映画を 観よう会（第１５回） から～

３月１６日に、第１５回になる映画会がありました。 

 題名は、「ドライビング Miss デイジー」で、今から約７０年前になる１９４８年の米国のジョージア州 

アトランタが舞台です。元教師の⽼婦⼈が⾃家⽤⾞に⿊⼈の運転⼿を雇うことになり、初めは嫌がっていまし

たが⿊⼈の老運転手の真面目な仕事ぶりと正直な人柄に感銘を受けて、仲良くなりいつも同乗するようになっ

ていきます。ユダヤ⼈の⽼婦⼈と⿊⼈の運転⼿が当時の⽶国でどう⾒られていたかが、良く分かりました。 

移⺠の国であり多人種が住むアメリカは様々な文化や宗教の国であり、 

今でも色々な問題が起きています。    

 その問題を抱えながらも自分達で政治家を選び各州の特色を生か 

した統治を行っていくのは、大変エネルギーのいることが想像され 

ます。アメリカの凄さに感動しました. 

 映画の後は、お茶を飲みながら感想や昔の思い出話、 

教会のエピソードに花が咲きました。  （武田幸子） 

講 演 会 の お 知 ら せ （み ん な の 会））

日  時: ７月２１日（日）ミサ後 １０時〜  講演会 

質疑応答 

物品販売（カンボジアのハンデイクラフト） 

１２時〜  ランチ交流会  

講師は JLMM-⽇本カトリック信徒宣教者会事務局⻑の漆原⽐呂志⽒です。また 2011 年からは東北被災支援

のため CTVC-カトリック東京ボランティアセンター事務局⻑を兼任なさっています。

講演は題して「若者がカンボジアなどアジア諸国でスタディツアーをする意義」について、ご自身のフィリ

ピンでのスタディツアーの体験も交えながらスタディツアーに参加された若者が現地の人々との交流によって

変えられていく様子などお話していただきます。 

 当教会では学生の頃に漆原氏と交流があった方も多いと思います。漆原氏をご存じの方もそうでない方もお

子様やお孫さんをお誘いあわせの上、奮ってご参加ください。 

ランチのお申し込みにつきましては別途お知らせいたします。                          （今井暁子） 

宣教グループより お知らせ

教会には「憩い、安らぎ」があります。 

それを感じることのできるのが「場」です。 

様々な人と出会い、話し、共に祈るのが「場」です。  

そして、その場をとおして初めて生かされ、力を得ます。 

さて、宣教部では、その「場」をもっと近くの場・・・ 

と思いご復活祭のあとの５月から「場」を設けることに 

しました。 

皆様にカードをお配りさせていただきますので、是非 

どなたもご参加下さいますようお知らせいたします。 

お待ちしています。 

（岩﨑好愛） 
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